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１年次で「防災教室」を実施しました。
９月20日（水）１・２限，１年次生全員（160名）を対象とした「防災教室」を総合

実践室で実施しました。講師は，国土交通省国土技術政策総合研究所の長屋和宏先生他
２名の方にお願いしました。前半は避難場所と避難所の講話，後半は「避難所開設ワー
クショップ」でした。下の記事と写真は，１Ａ担任の飯倉先生が発行している学級だよ
りから転用させていただきました。生徒たちのワークへの取組が素晴らしいですね(^_^)。

防災教室の模様。印象的だったのは，「中学生は守られる側ではない」ということ。自覚を
して自ら行動する存在なのでしょう。被災した時だけではなく，自分で判断して行動しなけ
ればいけない場面は増えてくることでしょう。さて，東日本大震災のときは，みなさんは，
幼稚園生だったということで・・・。それでも，覚えている人も多いようでした。
防災教室では，避難所の設計をしました。学校を避難所として見立て，居住スペースを考

え，収容人数を割り振ったり，使用するトイレを決めたりと・・・。グループでの活動でし
たが，みんな生き生きとそして，真剣に考えていました。実際の被災地でもそうだと思いま
すが，次々と封筒に書かれた指令が来ます。状況は刻一刻と変化していくであろう被災地の
状況に合わせて臨機応変な対応が求められることでしょう。個人的には，この封筒によるミ
ッションの追加というアイデアを他の事でも生かせそうだな・・・と。


